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道路－２３

《整備効果》

【円安を生かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化】

国道２１０号 横瀬拡幅 【直轄】
よこ せ

■国道２１０号横瀬拡幅は、日本有数の林業地である日田地域から大分港までの木材運搬ルートであり、木材輸出等の

物流効率化を図るとともに、地域の交通混雑緩和及び交通安全確保を目的とする４車線拡幅事業。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、改良工事等を推進することで、地方を支える産

業等の生産 性向上に寄与する道路ネットワークの整備を推進。

よこ せ

《位置図》 《諸元等》

事 業 区 間：大分県大分市大字横瀬

延 長：１．５ｋｍ
全体事業費： ４６億円
Ｒ ４ 補 正：０．５億円

おお いた よこ せ

延長１．５ｋｍ

大分自動車道

（大在港）

中国
韓国
台湾

資料：大分県林産振興室調査による推定値

■市町村別 木材生産量(R2)

日田市
35％

佐伯市
25％

玖珠町
3％

九重町
4％由布市

4％

その他
30％

国道210号沿線で

県全体の約５割弱生産

出典：港湾統計(R2）

大分港の原木輸出量

全国第１０位

《路線位置図》

横瀬拡幅 延長１.５ｋｍ

よ
こ
せ

（
終
）
大
分
市
大
字
横
瀬

よ
こ
せ

（
起
）
大
分
市
大
字
横
瀬

写真①

よこ せ

至
由
布
市

至
大
分
市
街
地

（ｔ）

写真①

写真②

3,446
4,139

9,873
9,139

17,375
19,419

29,890

23,192
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5,000

10,000
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20,000

25,000

30,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

■大分港からの原木輸出量

近年、輸出量が

約７倍に増加

（ｔ）

■港湾別原木輸出量ランキング（R2)

ひ た

E34

E10
東九州
自動車道

至

久
留
米
市

至

佐
伯
市

出典：港湾統計(H25～)

写真②

至 宇佐市



■国道２１２号三光本耶馬渓道路は、大分自動車道と東九州自動車道及び重要港湾中津港とを相互に連絡する高規格道路中

津日田道路の一部を構成し、物流の効率化及び広域観光の振興を支援するとともに、災害に強いネットワークの構築を目

的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工

事、トンネル監査路設置工事、舗装工事を実施することで、田口ＩＣ～青の洞門・羅漢寺ＩＣ間の令和５年度の開通を

確実にし、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道２１２号 三光本耶馬渓道路 【直轄】 道路－２４
さ ん こ う ほ ん や ば け い

な か つさ ん こ う ほ ん や ば け い

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》

写真①︓R２.4 落⽯ 写真②︓H29.7 冠⽔

な か

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

事 業 区 間：大分県中津市三光西秣
～中津市本耶馬渓町落合

延 長：１２．８ｋｍ
全体事業費： ５７６億円
Ｒ ４ 補 正：１３．６億円

なか つ さん こう にし まくさ

三光本耶⾺渓道路
事業中

写真①
R2.4被災

E１０

１０

１０

213

387

500

︓災害による全⾯通⾏⽌め ※１

本耶⾺渓耶⾺溪道路
R24.3開通

212

国道２１２号（事業中区間付近の並⾏現道）では
豪⾬等により、路肩崩落等の災害が発⽣しており、
１年あたり約１０⽇間の全⾯通⾏⽌めが発⽣※１

なか つ ほん や ば けい まち おち あい

耶⾺溪道路
R3.2開通

※１：Ｈ２４～Ｒ３の災害実績国道２１２号の災害時の代替路として耶⾺溪道路、
本耶⾺渓耶⾺溪道路、三光本耶⾺渓道路が⼀体的に機能

212

212

写真③︓R３.1 法⾯崩落

写真②
H29.7被災

写真③
R3.1被災

たぐち あお どうもん ら か ん じ

《路線位置図》

至 大分市

至 大分市

至 行橋市

至 日田市

つ ひ た



事業箇所

■国道２１０号は、福岡県久留米市を起点とし大分県大分市に至る全長約１４０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊

急輸送道路に指定。

■橋梁や道路の流失等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、国道２１０号日田市合

田地区において、根固め工等の洗掘・流失対策工事を実施することで、河川に隣接する道路構造物の流失防止を図る。

道路－２５大分２１０号 維持管理（防災・減災対策）【直轄】

《諸元等》

ひ た

事業区間 ：大分県日田市～大分県大分市

延 長 ：約９７ｋｍ

R ４ 補 正 ：７．６億円

ひ た

ごう

《現地状況写真》 《対策イメージ》
流失防止箇所（全景） 洗堀状況（近景）

大分県

合田地区

《平面図》《位置図》

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

至 大分市

至 久留米市

おおいた

国土地理院地図

だ



■国道２１２号日田山国道路は、中津日田道路の一部を構成し、国道２１２号の災害による全面通行止め箇所、冬期の

凍結多発区間、道路防災点検要対策箇所及び線形不良箇所を回避することにより、生活圏の連携強化、大分自動車道

及び重点港湾中津港へのアクセス強化による産業の活性化を目的とした道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施する

ことで、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道２１２号 日田山国道路【補助】
道路－２６

なか つ ひ たひ た やま くに

ひ た や ま く に

《諸元等》

事 業 区 間 ：大分県中津市山国町大字

守実 ～日田市大字三和

延 長 ： ８．８ｋｍ
全体事業費 ： ３３８億円
R  4 補 正 ： ７．０億円

なか つ やまくに

ひ た み わもり ざね

まち

○地域産業の活性化を支える効率的な物流ネットワークの確保

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成

○中津市・日田市から第３次救急医療施設（別府・大分・北九州

・久留米）へのアクセス向上に寄与

《整備効果》

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

《位置図》 《現地状況写真》

積雪凍結事故発生状況 風水害による土砂流出状況

至 日田市
至 中津市

風水害による土砂流出状況

至 中津市

写真② 写真③写真①

《平面図》
日田山国道路 延長8.8km

（一）日田山国線

（一）西有田豆田線

（一）大鶴熊取線 （仮）5号トンネル

（仮）4号トンネル

（仮）3号トンネル

（仮）2号トンネル

日田IC

山国川
やまくに

花月川
かげつ

T’15= 6,481 台／日

凍結多発区間

日
田
市
大
字
三
和

中
津
市

山
国
町

守
実

ひ
た
し

み

わ

な
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つ
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も
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（終）

（起）

（仮）上志川IC

（仮）三和IC

や
ま
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に
ま
ち

③

①

至

日
田
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至

中
津
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②日田市

中津市
中津港

E10
ひたやまくに

ひ
た

み
わ

物流ネットワークの強化
災害に強い道路ネットワークの形成

医療施設へのアクセス向上

（仮）三和ＩＣ
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市
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市
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か
つ

や
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に

も
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なかつ ひ た べっぷ おおいた きたきゅうしゅう

く る め



国道３２６号 三国峠橋 道路メンテナンス事業【補助】
道路－２７

■ 国道３２６号三国峠橋は国道１０号と国道５０２号を結ぶ緊急輸送道路上に位置する橋梁であり、
１９８０年（橋齢４２年）の架橋から老朽化が進み、早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）。

■ 三国峠橋は、 橋脚や橋台、支承の劣化が著しく進行していることから、補正予算の充当により、断面修復、
ひびわれ注入、支承塗装塗替えを実施することで、緊急輸送道路の機能強化や地域防災上の安全、安心の
確保を図るとともに、予防保全型メンテナンスへの早期転換を図る。

《平面図》

《事業箇所》

《位置図》

《現地状況写真》

事 業 箇 所 ：

架 設 年 次 ：

判 定 区 分 ：

路 線 名 ：

所 在 地 ：

全 体 事 業 費 ：

Ｒ ４ 補 正 ：

《代表箇所》

三国峠橋 （橋長：１４２ｍ）

１９８０年

Ⅲ（２０１９年度）

国道３２６号

大分県佐伯市

４．０億円

２．７億円

み く に と う げ

さ い き

《長寿命化修繕計画》

道路メンテナンス事業（大分県内）

Ｒ ４ 補 正 ： ２５．１億円

全 景

三国峠橋

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】
み く に と う げ

み く に とうげ

コンクリートのひびわれ 支承の腐食

至 延岡市

至 豊後大野市

三国峠橋

《対策イメージ》

断面修復・ひびわれ注入 支承塗装塗替え



【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】
道路－２８

《位置図》

《平面図》

《現地状況写真》

対策前

対策後

整備前 対策イメージ

《個別事例》

路線名：国道３８８号（木立工区）

事業箇所：大分県佐伯市

事業主体：大分県

対策内容

【道路管理者】

・歩道設置

【公安委員会・警察】

・交通指導取締り等
（内容の拡充等による強化） +

きたち

歩道が無い車道

歩道設置

歩道の設置により、安全な歩行空間を確保

警察による
交通指導取締り等

(R4補正)
歩道設置工事

L=1.9km

対策必要箇所

のべおか

至 延岡市

さいき

至 佐伯市

：主な通学路
：歩道または十分な幅員を確保

きたち

木立小学校

よのうづ

至 米水津

歩道が無く、車両が通学児童の真横を通過

国道３８８号（木立工区）【補助】
き た ち

■令和３年度通学路合同点検で抽出された対策必要箇所において、通学路の安全な通行を早期に確保するため、補正予算の

充当により、 歩道設置工事を実施することで、警察が実施するソフト対策と組み合わせた交通安全対策を推進。

国道３８８号
（木立工区）

至 延岡市

至 佐伯市

大分県

さいき

歩道設置

写真① イメージ写真

交通安全対策補助（通学路緊急対策）大分県内

Ｒ４補正：２３．２億円



■国道１０号都城道路(Ⅱ期)は、高規格道路都城志布志道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道宮崎線との結節による
物流の効率化を図るとともに、市街地の交通混雑解消及び沿道環境改善を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁上・
下部工工事を実施することで、都城ＩＣ～乙房ＩＣ間の令和６年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化
を推進。

国道１０号 都城道路（Ⅱ期）【直轄】
みやこのじょう

みやこのじょう し ぶ し

《位置図》 《諸元等》 《被災状況等》

都城道路(Ⅱ期)

宮崎県

《整備効果》

《路線位置図》

※ETC2.0プローブデータ（R2.4 ～R3.3） の混雑時旅行速度、都城道路は設計速度を用いて鹿児島県境から
都城市郡医師会病院までの所用時間を算出

写真① 国道10号の道路冠水状況 写真② 救助活動状況至 志布志市

至 都城IC
撮影日：R１．７．１撮影日：H３０．９．３０

：R1大雨時
浸水エリア

○本路線の整備により、高次医療施設への搬送時間短縮が図られる

とともに、搬送時の揺れや振動も抑えられ、患者の安静な搬送が

期待される。

みやこのじょう

道路－２９

事 業 区 間：宮崎県都城市高木町

～都城市乙房町

延 長： ５．７ｋｍ
全体事業費 ： ３５６億円
Ｒ ４ 補 正：１７．６億円

みやこのじょう

おと ぼう ちょう

たか ぎ ちょう

みやこのじょう

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

都城市郡医師会病院への来院・搬送状況

▲『都城市郡医師会病院』
（Ｈ２７．４月移転）

みやこのじょう おと ぼう

至 宮崎市至 小林市



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－３０

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

○国道１０号 甲斐元地区電線共同溝

宮崎１０号 電線共同溝【直轄】

か い も と

事 業 区 間：宮崎県都城市甲斐元町

整 備 延 長：０．５ｋｍ（両側）

全体事業費 ： １０億円

Ｒ ４ 補 正：１．１億円

か い も と ち ょ うみやこのじょう

国道１０号
甲斐元地区電線共同溝

都城市役所

至：鹿児島市

写真

西都城駅

整備
済

整備済

整備中

凡 例

10

至：宮崎市

宮崎県

10

甲斐元地区電線共同溝

至）宮崎市

至）鹿児島市

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

※工事着手前

国土地理院地図を加工して作成

都城駅



《位置図》

《整備効果》

《諸元等》 《現地状況写真》

鹿児島県 宮崎県

【鹿児島県】
国道447号
青木工区
延長1.8km

【宮崎県】
国道447号
真幸工区
延長3.2km

県
境

写真①

えびの市

う
ち
た
て

え
び
の
市
内
竪

い
さ

お
お
く
ち
あ
お
き

伊
佐
市
大
口
青
木

凡 例

供 用 済

事 業 中

災害等箇所× × ×

××

〇災害による通行止めが
発生（H27～R2：5件最大5
日間）していることから、道
路整備で通行止め回数の
減少が期待できる。

道路－３１

■国道４４７号真幸・青木バイパスは、九州縦貫自動車道と南九州西回り自動車道を東西で結ぶ路線の一部を構成する重要

な道路であり、整備を行うことで狭隘区間解消を目的とした県境を跨ぐ道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事及び調査設計

を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

まさき あおき

国道４４７号 真幸・青木バイパス【補助】

《平面図》

伊佐市
い さ

約15分短縮

い さ

伊佐市

えびの市

供用済み
延長0.6km

供用済み
延長1.0km

まさき あおき

国道447号 真幸・青木バイパス
延長5.0km（宮崎県・鹿児島県）

〇宮崎県えびの市から
鹿児島県伊佐市まで、
約１５分の時間短縮。

凍結による脱輪

写真①

至 えびの市

至 伊佐市

××

出典：R2宮崎県公共事業評価委員会資料

えびの市

宮崎県

鹿児島県

伊佐市

真幸・青木BP

事 業 区 間 ：宮崎県えびの市内竪～

鹿児島県伊佐市大口青木

事 業 主 体 ：宮崎県、鹿児島県
延 長 ： ５．０ｋｍ

（宮崎県３．２ｋｍ、鹿児島県１．８ｋｍ）

全体事業費 ： ２１４億円
（宮崎県１６０億円、鹿児島県５４億円）

R ４ 補 正 ： ７．３億円
（宮崎県７．０億円、鹿児島県０．３億円）

い さ おおくち あおき

うちたて

【一般部】 【トンネル部】

×

写真② 至 伊佐市

至 えびの市

写真②

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

至 人吉市
至 人吉市

至 さつま町 至 湧水町 至 湧水町 至 栗野ＩＣ

至 人吉ＩＣ

至 小林ＩＣ

い さ

ま さ き あ お き



対策内容

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

主要地方道 高城山田線（志和池工区）【補助】
道路－３２た か じょう や ま だ し わ ち

■令和３年度通学路合同点検で抽出された対策必要箇所において、通学路の安全な通行を早期に確保するため、補正予算の

充当により、 歩道設置工事を実施することで、学校や地元住民等が実施するソフト対策と組み合わせた交通安全対策を推進。

《位置図》

《個別事例》

路線名：主要地方道高城山田線（志和池工区）

事業箇所：宮崎県都城市

事業主体：宮崎県

（主）高城山田線

（志和池工区）

【学校・地元住民など】
・見守り活動
・学校による安全教育 +

《平面図》 《横断図》

対策前

対策後

歩道設置

たかじょう やまだ し わ ち

【道路管理者】
・歩道設置

Ｎ

見守り活動

対策必要箇所

（R4補正）
調査

L=0.7km

文

文
志和池小

志和池中
安全教育

橋梁更新
（王子橋）

道路メンテ

至 都城市中心部

至 都城市
（旧高城町方面）

至 宮崎市至 小林市

至 都城市
（旧山田町方面）

至 都城市
（旧山田町方面）

：主な通学路
：歩道（十分な幅員を確保）

Ｎ

《現地状況写真》

2500 750 3250 3250 750 2500

13000
歩道設置

1000 3000 3000 1000

歩道がない歩道がない

歩道が無く、車両が通学児童の真横を通過

整備前 対策イメージ
歩道の設置により、安全な歩行空間を確保

宮崎県

みやこのじょう

歩道設置 歩道設置

至 都城市
（旧山田町方面）

至 都城市
（旧高城町方面）

至 都城市
（旧山田町方面）

至 都城市
（旧高城町方面）

写真①
写真②

交通安全対策補助（通学路緊急対策）宮崎県内

Ｒ４補正：２．９億円



道路－３３

鹿児島県

国道３号 阿久根川内道路【直轄】
あ く ね せ ん だ い

≪位置図≫ ≪諸元等≫

事 業 区 間：鹿児島県阿久根市鶴川内

～薩摩川内市水引町

延 長： ２２．４ｋｍ

全体事業費：１，０５０億円

Ｒ ４ 補 正： １６．３億円

あ く ね つるがわうち

さつま せんだい みずひきちょう

■国道３号阿久根川内道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、九州西部の地域経済の活性化及び高速定時制性の
確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施する
ことで、道路ネットワークの機能強化を推進。

≪路線位置図≫
あ く ね せんだい

阿久根川内道路 延長２２．４kmか
ご
し
ま

あ

く

ね

つ
る
が
わ
う
ち

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
鶴
川
内

か

ご

し
ま

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

み
ず
ひ
き
ち
ょ
う

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
水
引
町

あ く ね

阿久根IC

にしめ

西目IC （仮称）

おおかわ

大川IC （仮称）

ゆ だ にしかた

湯田西方IC（仮称）

さつませんだいみずひき

薩摩川内水引IC

あ く ね せん だい

至 出水市

凡 例

高速道路
一般国道

主要地方道
一般県道

事業中区間

≪整備効果≫

至

鹿
児
島
市

〇当該道路の整備により、並行する国道３号とのダブルネットワークを形成

災害時の避難ルート

写真①：法面崩壊状況

×

×

×

(仮)西目ＩＣ

(仮)大川ＩＣ

(仮)湯田西方ＩＣ

薩摩川内水引ＩＣ

に し め

おお かわ

ゆ だ にし かた

みずひきさ つ ま せんだい

阿久根ＩＣ
あ く ね

①

阿
久
根
川
内
道
路

km

あ

く

ね

せ
ん

だ
い

延
長
22.4

川内原子
力発電所

×
×

×

写真撮影箇所

及び撮影方向
①凡 例

防災課題箇所（津波・越波）
防災課題箇所（道路法面・盛土等）
通行規制実績（１１年間）

※平成２３年～令和３年

写真②：大雨による冠水状況

出水ＩＣ
いず み

③

高尾野北ＩＣ
たか お の きた

野田ＩＣ

阿久根北ＩＣ

の だ

あ く ね きた

写真③：大雪による混雑状況

××

×

×××

×

×
××②

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

〇災害時の避難路、緊急輸送道路を確保

阿久根川内道路

至 鹿児島市

至 水俣市
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■当該箇所は、交差点に右折レーンが無いため、直進阻害による追突事故等が発生。

また、柳迫小学校の通学路に指定されているが、歩道が狭小であるため歩行者等の安全が確保されていない状況。

■本事業は、交差点改良に合わせ歩道を整備することにより、安心・安全な通行空間の確保を行う事業。
■通学路等の安全な通行を確保するため、補正予算の充当により、設計・工事を実施することで合同点検結果を
踏まえた交通安全対策を実施。

国道１０号 交通安全対策【直轄】
道路－３４

《位置図》

《平面図》

《計画横断図》

《現地状況写真》

《諸元等》

事業区間：鹿児島県曽於市末吉町深川

延 長：０．４ｋｍ
Ｒ４補正：０．７億円

鹿児島県

事業箇所

そ お す え よ し ちょう ふかがわ

現況

計画

単位：m

〇国道１０号 末吉町深川交差点改良
すえ よし ちょう ふかがわ

至

都

城

市

み
や
こ
の
じ
ょ
う

至

鹿
児
島
市

か

ご

し
ま

県道末吉財部線
すえよしたからべ

凡 例

通学路

柳迫小学校
やなぎさこ

写真 工事予定（R4）補正

末吉町深川交差点改良 延長0.4km
すえ よしちょう ふか がわ

調査設計予定（R4）補正

N

単位：m

6500750 250500 1200

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・ 安心の確保】

やなぎさこ

至 鹿児島市

至 都 城 市
みやこのじょう

か ご しま

かごしま

か ご しま

至 鹿児島市

みやこのじょう

至 都城市写真

自転車
通行空間

自転車
通行空間

2.50
歩道

1.50 3.25 3.00 3.25 1.50 2.50
歩道

17.50
LC



■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

道路－３５

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

《現地状況》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

※工事着手前

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

○国道３号 伊敷脇田地区電線共同溝

鹿児島３号 電線共同溝【直轄】

い し き わ き た

事 業 区 間：鹿児島県鹿児島市伊敷八丁目

～鹿児島市伊敷三丁目

整 備 延 長：１．４ｋｍ（両側）

全体事業費 ： ２１億円

Ｒ ４ 補 正：１．６億円

い し き

い し き

至：鹿児島市街

至：日置市

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

国道３号
伊敷脇田地区電線共同溝

写真

鹿児島市消防局
西消防署伊敷分遣隊

至）日置市
ひ お き

鹿児島北IC

やぎ座公園

鹿児島市
伊敷支所

鹿児島北IC

至）鹿児島市街 国土地理院地図を加工して作成



■国道５０４号広瀬道路は、北薩横断道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道や南九州西回り自動車道などと一体となった広域
交通ネットワークにより、鹿児島空港へのアクセス向上を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、
道路ネットワークの機能強化を推進。

国道５０４号 広瀬道路【補助】
道路－３６ひ ろ せ

ひろせ ほくさつ おうだん

○北薩横断道路の全線開通後、鹿児島空港から阿久根市国道３号
まで約１時間の短縮。

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成
○鹿児島空港へのアクセス向上に伴い、特産品の農水産物は、鮮
度向上が図られ、販路拡大が見込まれる。

《位置図》

事 業 区 間：鹿児島県薩摩郡さつま町求名

～さつま町広瀬

延 長： ６．０ｋｍ
全体事業費 ： １７０億円
Ｒ ４ 補 正： ９．０億円

ちょう ぐみょうさつまぐん

ちょう ひろせ

▲豪雨により落石が発生し交通遮断 ▲豪雨により路面が冠水し交通遮断

《平面図》

《諸元等》 《現地状況写真》

《整備効果》

至 鹿児島空港

至 さつま町

504

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

（承認番号平成２５九使、第１号）

至 鹿児島空港

504

写真②

至 さつま町

写真①

5 25  
70 9  

1 , 2 7 5 

1 , 6 4 9 

1 , 8 98 

1 , 5 07 

1 , 5 58 

1 , 7 0 1 

1 , 9 35 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

(百万円)

東町漁協ブリ海外輸出実績
H 2 4 . 2
薩 摩 道 路開通

H 3 1 . 3
泊 野 道 路開通

H11,H27道路交通センサス旅行速度による計測

至 水俣市

至 鹿児島市

至 えびの市

至 霧島市



志布志道路

主要地方道 志布志福山線 志布志道路【補助】
道路－３７

《位置図》

事 業 区 間：鹿児島県志布志市志布志町安樂

延 長： ３．２ｋｍ
全体事業費 ： ２０５億円
Ｒ ４ 補 正：１３．０億円

し ぶ し し ぶ し ちょう あんらく

《諸元等》 《現地状況写真》

《整備効果》

し ぶ し ふ く や ま し ぶ し

臨港道路 大型車の渋滞状況

写真①

国道220号
跨道橋

3号橋

至 鹿屋市

志布志道路 延長３．２㎞有明志布志道路

至 都城市

臨港道路

至 串間市

（完成済）

Ｎ

志布志IC

(主)志布志福山線

地域高規格道路 都城志布志道路 延長44㎞

安楽川

東九州自動車道

重要港湾
志布志港

【新若浜地区】

国際コンテナ

ターミナル

臨海工業団地

臨海工業団地

臨港道路

臨港道路

臨海工業団地

【若浜地区】

R3.2.27供用

H30開通済

志
布
志
市
志
布
志
町
安
楽

志
布
志
市
志
布
志
町
安
楽

11,993台/日
(H27)

2号橋1号橋
IC橋

E78 写真①

みやこのじょうしぶし

しぶしありあけしぶし

臨海工業団地

臨海工業団地

臨海

工業

団地

○都城志布志道路の全線開通後、都城ICから志布志港まで
約30分の短縮

○災害、事故等に対する信頼性の高い道路ネットワークの形成
○重要港湾である志布志港においては、原木輸出や配合飼料

の輸入等が行れ、年々増加傾向にある。
○運搬には都城志布志道路が活用されており、路線沿線では

企業立地が進んでいる。

凡例

開通済み

事業中

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

■主要地方道志布志福山線志布志道路は、都城志布志道路の一部を構成し、九州縦貫自動車道と重要港湾志布志港を
直結して物流の効率化を図るとともに広域ネットワークによる地域間交流・連携を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施する
ことで、道路ネットワークの機能強化を推進。

し ぶ し み や こ の じ ょ う し ぶ し し ぶ しし ぶ し ふくやま

至 鹿屋市至 串間市

至 志布志港

《平面図》



歩道拡幅により、安全な歩行空間を確保

【防災・減災、国土強靭化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

国道５０４号（市成工区）【補助】
道路－３８いち なり

■令和３年度通学路合同点検で抽出された対策必要箇所において、通学路の安全な通行を早期に確保するため、

補正予算の充当により、 歩道拡幅工事を実施することで、学校や地元住民等が実施するソフト対策と組み合わせた

交通安全対策を推進。

《位置図》

《個別事例》

路線名：国道５０４号（市成工区）

事業箇所：鹿児島県鹿屋市

事業主体：鹿児島県

いち なり

対策内容

【学校・地元住民など】

・学校による安全教育

【道路管理者】

・歩道拡幅+

《平面図》 《横断図》
対策前

対策後

1.0m

2.5m

歩道拡幅

側溝敷設替え

歩道が狭い

車道

鹿児島県Ｎ

国道５０４号
（市成工区）

歩道

歩道が狭く、車両が通学生の真横を通過

車道 歩道

かのや

《現地状況写真》

至 霧島市

至 鹿屋市 至 鹿屋市

至 霧島市

整備前 対策イメージ

輝北中学校

Ｎ

スクールバス

運行ルート

：主な通学路
：歩道（十分な幅員を確保）

文

至 霧島市福山

バス停

バス停

至 鹿屋市街

市成校区公民館

（避難所）

正覚寺

保育園

学校による安全教育

写真① 写真②

歩道拡幅

交通安全対策補助（通学路緊急対策）鹿児島県内

Ｒ４補正：２．７億円
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